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同
窓
生
の
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
よ
う
か
Ố

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
３
年
目
に
入
ỳ

て
も
ỏ
次
々
変
異
株
の
出
現
で
終

息
は
見
え
ま
せ
ん
ỏ
ウ
ỹ
ル
ス
と

の
闘
い
は
今
後
も
続
い
て
い
く
覚

悟
が
必
要
の
よ
う
で
す
Ố
私
た
ち

の
生
活
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
ỏ
コ
ロ
ナ
禍
で
活
路
を
見
出

し
て
き
て
い
ま
す
Ố
コ
ロ
ナ
と
闘

う
た
め
新
し
い
分
野
の
研
究
や
物

の
開
発
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

り
ま
す
Ố
な
お
一
層
の
ワ
ク
チ
ン

と
治
療
薬
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ

で
す
Ố

　

春
先
か
ら
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
は
ỏ　

世
紀
の
今
で
も

ùø

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
だ
と

驚
き
ま
し
た
Ố
私
た
ち
日
本

人
も
改
め
て
平
和
に
つ
い
て

考
え
学
び
た
い
も
の
で
す
Ố

　

⚔
月
か
ら　

歳
が
成
人
と

øÿ

な
り
ま
し
た
Ố
生
徒
た
ち
へ

の
教
育
が
急
が
れ
ま
す
が
ỏ

生
徒
も
分
か
ら
な
い
と
逃
げ

ず
に
ỏ
社
会
や
政
治
に
関
心

を
持
ỳ
て
も
ら
う
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
Ố

　

学
校
も
ỏ
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
や
縮
小
に
な
ỳ
て
い
ま
し

た
が
ỏ
少
し
ず
つ
先
生
方
の

知
恵
や
工
夫
で
対
応
し
て
き

て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
Ố
生
徒
た
ち
も
リ
モ
ồ
ト
授

業
に
も
慣
れ
て
き
た
よ
う
に
見
受

け
ま
す
Ố
部
活
動
も
含
め
て
顔
を

合
わ
せ
て
の
人
間
形
成
の
機
会
が

奪
わ
れ
て
い
る
の
は
生
徒
た
ち
に

と
ỳ
て
辛
い
も
の
で
す
Ố

　

３
月
２
日
の
卒
業
証
書
授
与
式

に
来
賓
は
同
窓
会
長
だ
け
が
参
列

し
ま
し
た
Ố
卒
業
生
１
９
４
名
ỏ

保
護
者
の
参
加
は
生
徒
１
名
に
つ

き
一
人
で
ỏ
体
育
館
が
広
く
感
じ

る
よ
う
な
配
慮
で
マ
ス
ク
を
は
ず

し
て
の
退
出
と
な
り
ỏ
良
か
ỳ
た

と
思
い
ま
し
た
Ố

　

４
月
６
日
の
入
学
式
に
は
２
０

０
名
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
Ố
こ
の
令
和
４
年
度
第　

期
生

þþ

が
３
年
生
に
な
る
時
に
創
立
1
0

0
周
年
を
迎
え
ま
す
Ố
式
典
は
令

和
６
年
で
す
が
ỏ
そ
の
前
年
度
か

ら
記
念
講
演
会
・
記
念
コ
ン
サ
ồ

ト
が
開
催
さ
れ
多
く
の
生
徒
が
参

加
で
き
る
よ
う
に
な
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　

長
野
県
岩
村
田
高
等
学
校
創
立

1
0
0
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
は
コ
ロ
ナ
で
２
年
半
動
き
が
取

れ
ず
に
い
ま
し
た
が
ỏ
令
和
６
年

度
に
向
か
ỳ
て
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
Ố
募
金
活
動
は
来
年
度
か
ら

始
ま
り
ま
す
Ố
同
窓
生
み
ん
な
で

迎
え
る
創
立
1
0
0
周
年
に
向
け
ỏ

募
金
委
員
会
は
同
窓
会
２
万
３
千

人
の
皆
様
に
募
金
を
お
願
い
す
べ

く
た
だ
今
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
Ố

　

創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す

母
校
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に

皆
様
の
ご
芳
情
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
Ố

 
創
立
１
０
０
周
年
記
念
に

　
　
　
　
　

向
け
て
の
お
願
い

同
窓
会
長　

佐
々
木　

正　

行
ớ
高　

回
Ờ

１７

日本画家柳沢正人氏ø÷÷周
年にあわせ、絵画を寄贈

　令和４年度の定期総会を下記のと
おり開催します。コロナ感染対策を
して、多くの同窓生、特に若い皆さ
んのご参加をお待ちします。

●日　　時：⚖月ùü日（土）
●場　　所：岩高同窓会館
●受　　付：øû：û÷〜（音楽室前）
●オープニングセレモニー
　　　　　　øü：÷÷〜母校吹奏楽班
●総　　会：øü：ú÷〜
●講 演 会：øý：ú÷〜
　 講師　佐久市議会 議　長　柳澤　潔氏 （高19回）
　 　　　佐久市議会 副議長　吉川友子氏 （高42回）
　 演題　「佐久市政報告」
＊コロナ感染状況によりオープニングセ
レモニーを中止する場合もあります。
その場合⚖月ù÷日（月）に開催の有無を
ホームページでお知らせします。総会
は実施予定です。

　同窓生作品展はOBの皆さんと在校生との交流の場です。この機会に
今の母校の様子をご覧ください。また事業部員の皆さんは事業部担当の
定例企画ですので、準備・展示中、片付けのご参加をお願いします。
　●開催期間：⚗月⚒日（土）　øù：÷÷〜øý：÷÷
　　　　　　　　　⚓日（日）　⚙：÷÷〜øý：÷÷
　●会　　場：岩村田高校本館２F
　●募集作品：絵画・書道・写真・工芸・彫刻など、
　　　　　　　全ての分野の総作品
　●応募締切：⚖月ùû日（金）
　●搬 入 日：⚗月⚑日（金）　直接会場へ搬入・展示作業
　遠隔地から送られる場合は、同窓会事務局
　宛で学校へお送りください。
＊コロナ感染症の状況により開催を縮小、或いは中
止することもあります。⚖月ùû日（金）
　同窓会ホームページに開催の有無を掲載しますの
で、ご確認いただき同窓会事務局までお問い合わ
せ願います。
＊出品要項他詳細は３頁をご覧ください。

定期総会・講演会のご案内

第üù回岩高同窓生作品展ご案内

ら
れ
ま
し
た
Ố
吹
奏
楽
の
演
奏
も

テ
ồ
プ
で
し
た
Ố
今
年
の
佐
藤
寅

太
郎
賞
は
該
当
者
が
２
名
で
う
れ

し
か
ỳ
た
で
す
Ố

　

全
員
が
マ
ス
ク
姿
で
す
が
ỏ
保

護
者
に
顔
を
見
せ
ỏ
写
真
も
撮
れ

東都岩高会総会は中止です TEL÷ùýþ-þÿ-úþĀþ　FAX÷ùýþ-þÿ-úþĀÿ
E-mail：s-gansou100@ce.wakwak.com

同窓会事務局
（月・水・金の午前中）

会報同封の振込用紙以外で会員の皆様に電話等によるご寄付のお願いをすることはありません。「振り込めサギ」に十分ご注意下さい。



第üú号（２）令和⚔年⚖月⚑日 岩村田高等学校同窓会報   
新
し
い
時
代
の
学
び
へ
の
転
換

学
校
長　

飯
島　

由
美　

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
ỏ

母
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
ỳ
て
お
り
ま
す
こ
と
に

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
Ố
ま

た
ỏ
創
立
百
周
年
に
向
け
て
の
実

行
委
員
会
の
設
立
を
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
Ố

　

さ
て
ỏ
令
和
３
年
度
も
学
校
現

場
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
と
な
り
ま

し
た
Ố
授
業
も
行
事
も
常
に
感
染

予
防
対
策
を
し
な
が
ら
ỏ
し
か
も
ỏ

春
ỏ
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
ỏ
そ
し

て
冬
か
ら
春
に
か
け
て
の
三
回
に

わ
た
ỳ
て
県
内
・
佐
久
地
域
の
感

染
レ
ベ
ル
が
上
が
り
ỏ
通
常
と
は

異
な
る
形
で
の
実
施
ỏ
縮
減
ỏ
中

止
等
が
相
次
ぎ
ま
し
た
Ố

　

一
方
ỏ
学
校
教
育
に
お
い
て
は

広
く
改
革
が
進
行
し
て
お
り
ỏ
国

の
改
革
は
一
部
頓
挫
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
ỏ
新
し
い
高
等
学
校
学

習
指
導
要
領
ớ
令
和
４
年
４
月
入

学
生
か
ら
適
用
Ờ
で
は
ủ
何
を
教

え
る
か
Ứ
か
ら
ủ
ど
の
よ
う
な
力

ớ
資
質
・
能
力
Ờ
を
つ
け
る
か
Ứ
へ

と
視
点
が
移
行
し
ỏ
す
で
に
そ
の

よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
く
形
で
令

和
３
年
か
ら
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
が
始
ま
ỳ
て
い
ま
す
Ố
さ
ら
に
ỏ

大
学
入
試
に
お
け
る
推
薦
入
試
等

も
ỏ
高
校
生
が
ど
の
よ
う
な
探
究

学
習
を
し
て
き
た
の
か
を
評
価
す

る
方
向
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
Ố

 
ま
た
ỏ
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ồ
ル
構
想
の
実
施
が

前
倒
し
さ
れ
ỏ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
整

備
と
活
用
が
こ
の
２
年
で
急
速
に

進
ん
で
い
ま
す
Ố
本
校
は
令
和
３

年
度
入
学
生
か
ら
Ｂ
Ｙ
Ｏ
ＤớBrin

g
Y
our
O
w
n
D
evice

Ờを
始

め
ỏ
令
和
四
年
度
は
ỏ
県
の
貸
与

も
含
め
全
学
年
で
一
人
一
台
タ
ブ

レ
ỽ
ト
端
末
所
持
が
実
現
し
ま
す
Ố

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て

岩
高
生
は
穏
や
か
な
学
校
生
活
を

送
り
ỏ
よ
く
学
び
ỏ
活
躍
し
ỏ
進

路
実
現
を
果
た
し
て
い
ま
す
Ố
本

校
は
生
徒
育
成
方
針
に
掲
げ
た

ủ
得
意
分
野
の
伸
長
Ứが
一
人
で
も

多
く
の
生
徒
に
実
現
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
ỏ
教
育
活
動
の
さ
ら
な

る
充
実
を
図
ỳ
て
ま
い
り
ま
す
Ố

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
岩
高
生
の

活
躍
を
見
守
り
ỏ
ご
支
援
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
Ố

顧　
　
　
　

問　

神
津　

武
士　

中　

回
øý

　
　

〃　
　
　

柳
沢　

政
安　

高
ú
回

　
　

〃　
　
　

原　
　

拓
男　

高　

回
øü

　
　

〃　
　
　

寺
島　

義
幸　

高　

回
ùû

　
　

〃　
　
　

柳
澤　

眞
平　

高　

回
ùü

参　
　
　
　

与　

清
水
千
代
子　

女　

回
úû

　
　

〃　
　
　

小
林　

良
子　

高
û
回

　
　

〃　
　
　

渡
辺
か
ず
子　

高
û
回

　
　

〃　
　
　

中
村　

浩
子　

高
ý
回

　
　

〃　
　
　

生
駒　

友
臣　

高
⚗
回

　
　

〃　
　
　

清
水　

光
男　

高
⚘
回

　
　

〃　
　
　

出
澤　

龍
一　

高　

回
ø÷

　
　

〃　
　
　

甘
利　

治
子　

高　

回
øý

　
　

〃　
　
　

柏
木　

慶
永　

高　

回
øþ

会　
　
　
　

長　

佐
々
木
正
行　

高　

回
øþ

副　

会　

長　

小
林　
　

裕　

高　

回
ùû

　
　

〃　
　
　

依
田
美
恵
子　

高　

回
ùø

　
　

〃　
　
　

高
見
澤
正
彦　

高　

回
ùù

　
　

〃　
　
　

中
沢　

朝
幸　

高　

回
ùû

　
　

〃　
　
　

田
中　

省
三　

高　

回
ùü

　
　

〃　
　
　

井
上　
　

隆　

高　

回
ùĀ

　
　

〃　
　
　

池
田　

義
則　

高　

回
ùĀ

　
　

〃　
　
　

鈴
木　

順
子　

高　

回
úú

　
　

〃　
　
　

小
山　

明
彦　

高　

回
úÿ

常
任
理
事

　

監　
　
　

事　

樫
山
よ
し
子　

高　

回
øû

　
　
　

〃　
　
　

木
下　

幸
江　

高　

回
ùù

　
　
　

〃　
　
　

遠
山　

県
一　

高　

回
ùĀ

　
　
　

〃　
　
　

内
藤　

勝
利　

高　

回
úù

　

会
計
幹
事　

阿
部　
　

豊　

高　

回
øý

　

事
業
部
長　

井
上　
　

隆　

高　

回
ùĀ

　
事
業
部
副
部
長　

髙
見
澤
正
彦　

高　

回
ùù

　
　
　

〃　
　
　

三
石　

義
文　

高　

回
ùü

　
　
　

〃　
　
　

池
田　

義
則　

高　

回
ùĀ

　
事
業
部
副
部
長　

鈴
木　

順
子　

高　

回
úú

　
　
　

〃　
　
　

井
上　

恭
雄　

高　

回
ûû

　
　
　

〃　
　
　

小
山　

仁
志　

高　

回
ûý

　
　
　

〃　
　
　

花
岡　

賢
一　

高　

回
ü÷

　

広
報
部
長　

中
沢　

朝
幸　

高　

回
ùû

　
広
報
部
副
部
長　

依
田
美
恵
子　

高　

回
ùø

　
　
　

〃　
　
　

小
林
一
二
三　

高　

回
ùø

　
　
　

〃　
　
　

小
池　
　

良　

高　

回
ùù

　
　
　

〃　
　
　

田
中　

省
三　

高　

回
ùü

　
　
　

〃　
　
　

高
柳　

元
茂　

高　

回
ùü

　
　
　

〃　
　
　

桜
井　

幸
博　

高　

回
ùý

　
　
　

〃　
　
　

吉
川　

友
子　

高　

回
ûù

　
　
　

〃　
　
　

小
林　

貴
幸　

高　

回
ûû

理　
　
　
　

事

　

事
業
部
員　

木
内　

盛
行　

高　

回
øú

　
　
　

〃　
　
　

森
泉　

正
吾　

高　

回
ùþ

　
　
　

〃　
　
　

徳
重　

憲
和　

高　

回
ùĀ

　
　
　

〃　
　
　

臼
田　

隆
子　

高　

回
ùĀ

　
　
　

〃　
　
　

遠
山　

県
一　

高　

回
ùĀ

　
　
　

〃　
　
　

土
屋　

充
俊　

高　

回
úû

　
　
　

〃　
　
　

加
藤　

則
行　

高　

回
úü

　
　
　

〃　
　
　

木
島　
　

浩　

高　

回
úĀ

　
　
　

〃　
　
　

荻
原　

一
也　

高　

回
û÷

　
　
　

〃　
　
　

塩
谷　

正
勝　

高　

回
û÷

　
　
　

〃　
　
　

尾
台　

和
彦　

高　

回
ûø

　
　
　

〃　
　
　

星
野　

泰
宏　

高　

回
ûù

　
　
　

〃　
　
　

佐
藤　

千
曲　

高　

回
ûù

　
　
　

〃　
　
　

北
山　

浩
一　

高　

回
ûý

　
　
　

〃　
　
　

土
屋　

泰
則　

高　

回
ûý

　
　
　

〃　
　
　

三
石　

俊
光　

高　

回
ûÿ

　

広
報
部
員　

林　
　
　

稔　

高　

回
øû

　
　
　

〃　
　
　

相
原　

久
男　

高　

回
ùø

　
　
　

〃　
　
　

小
山　

新
一　

高　

回
ùø

　
　
　

〃　
　
　

萩
原
す
み
子　

高　

回
ùø

　

広
報
部
員　

浅
沼　

幹
司　

高　

回
ùû

　
　
　

〃　
　
　

木
曽　

睦
招　

高　

回
ùû

　
　
　

〃　
　
　

佐
藤　

芳
弘　

高　

回
ùü

　
　
　

〃　
　
　

中
島　

幸
雄　

高　

回
ùü

　
　
　

〃　
　
　

竹
内　

健
一　

高　

回
úú

　
　
　

〃　
　
　

白
石　

真
樹　

高　

回
ûû

　
　
　

〃　
　
　

前
島　

正
彦　

高　

回
ûû

　
　
　

〃　
　
　

荻
原　

一
寿　

高　

回
ûû

支
部
長ớ
岩
村
田
Ờ阿
部　
　

誠　

高　

回
ú÷

　

〃　
ớ
平　

根
Ờ藤
牧
新
一
郎　

高　

回
øü

　

〃　
ớ　

東　

Ờ中
條　

壽
一　

高　

回
øû

　

〃　
ớ
中
佐
都
Ờ佐
藤　

芳
弘　

高　

回
ùü

　

〃　
ớ
高　

瀬
Ờ赤
羽
根
寿
文　

高　

回
øĀ

　

〃　
ớ
浅　

科
Ờ山
浦　
　

稔　

高　

回
ùù

　

〃　
ớ
望　

月
Ờ吉
澤　
　

隆　

高　

回
ùý

　

〃　
ớ
立　

科
Ờ橋
詰　

正
清　

高　

回
ùú

　

〃　
ớ
小　

諸
Ờ相
原　

久
男　

高　

回
ùø

　

〃　
ớ
軽
井
沢
Ờ土
屋　

栄
衛　

高　

回
ùú

　

〃　
ớ
御
代
田
Ờ尾
台　

恒
男　

高　

回
øú

　

〃　
ớ
中　

込
Ờ柳
澤　
　

潔　

高　

回
øĀ

　

〃　
ớ
野　

沢
Ờ山
口　

正
久　

高　

回
úù

　

〃　
ớ
臼　

田
Ờ三
石　

義
文　

高　

回
ùü

　

〃　
ớ
南
佐
久
Ờ関　
　

喜
夫　

高　

回
ùý

　

〃　
ớ
上　

小
Ờ寺
島　

嘉
仁　

高　

回
øþ

　

〃　
ớ
長　

野
Ờ徳
重　

憲
和　

高　

回
ùĀ

　

〃　
ớ
東　

都
Ờ小
林　
　

裕　

高　

回
ùû

同
窓
会
事
務
局ớ
同
窓
職
員
Ờ

　

事
務
局
長　

小
山　

明
彦　

高　

回
úÿ

　

事
務
局
会
計　

中
條　

泰
勝　

高　

回
ûý

　
　

周
年
担
当　

飯
田　

和
紀　

高　

回

☟☞☞

úþ

同
窓
会
事
務
局

　

事
務
局
員　

佐
々
木
美
由
希　

高　

回
üø

月
・
水
・
金
の
午
前
中

T
E
L
ớ
⚐
⚒
⚖
⚗
Ờ
７
８
ồ
３
７
９
７

F
A
X
ớ
⚐
⚒
⚖
⚗
Ờ
７
８
ồ
３
７
９
８

事
務
局
メ
ồ
ル
ア
ド
レ
ス

　

s-gansou100@ce.wakwak.com

霞

我

俄

牙

蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

同
窓
会
ニ
ỿ
ồ
ス
 
岩
高
同
窓
生

ủ
慶
事
・
表
彰
Ứ一
覧

ご
慶
事
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
Ố
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
Ốớ
事
務
局
に
お
知
ら
せ
の
あ
ỳ
た
方
Ờ

瑞
宝
中
綬
章　

受
章
ớ
令
和
３
年　

月
Ờ

øø

　
　
　
　
　
　
　
　
 
山　

崎　

世
志
也�
氏
ớ
高　

回
Ờ

ùù

瑞
宝
双
光
章　

受
章
ớ
令
和
３
年　

月
Ờ

øø

　
　
　
　
　
　
　
　
�
塩　

川　

富　

重�
氏
ớ
高　

回
Ờ

ùù

瑞
宝
小
綬
章　

受
章
ớ
令
和
４
年
４
月
Ờ

　
　
　
　
　
　
　
　
�
山　

崎　
　
　

猛�
氏
ớ
高　

回
Ờ

ùù

 
令
和
４
年
度 
同
窓
会
役
員

ớ
任
期　

令
和
⚓
年
⚗
月
⚑
日
Ỗ
令
和
⚕
年
⚖
月　

日
Ờ

ú÷

創立ø÷÷周年記念実行委員会挨拶
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（３）第üú号 令和⚔年⚖月⚑日岩村田高等学校同窓会報

　

岩
村
田
高
校
同
窓
会
ゴ
ル
フ
同

好
会
が
発
足
し
ỏ
記
念
す
べ
き
第

１
回
目
の
コ
ン
ペ
は
平
成　

年
７

ú÷

月　

日
に
ỏ
ま
た
第
２
回
目
の
コ

øø
ン
ペ
は
令
和
元
年
７
月　

日
に
ỏ

øø

い
ず
れ
も
佐
久
市
協
和
に
あ
る
望

月
東
急
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
Ố

　

２
回
と
も　

代
か
ら　

代
ま
で
ỏ

ú÷

ÿ÷

地
元
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
東
京
や

神
奈
川
の
ほ
か
遠
く
は
徳
島
県
か

ら
約
1
0
0
名
の
参
加
が
あ
り
ỏ

プ
レ
ồ
を
通
じ
世
代
を
超
え
て
母

校
に
対
す
る
絆
を
深
め
合
い
ま
し

た
Ố

　

第
３
回
目
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
ỏ

令
和
２
年
ỏ
３
年
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
ỏ

ゴ
ル
フ
同
好
会
の
寺
島
義
幸
会
長

や
宮
森
武
久
幹
事
長
は
じ
め
役
員

で
協
議
の
う
え
ỏ
２
年
に
わ
た
り

延
期
し
た
ま
ま
今
日
に
至
ỳ
て
い

ま
す
Ố

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
ỏ
次
回

コ
ン
ペ
開
催
の
暁
に
は
ỏ
よ
り
多

く
の
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
Ố

　

な
お
ỏ
岩
高
同
窓
会
ゴ
ル
フ
同

好
会
の
運
営
は
ỏ
参
加
者
か
ら
の

参
加
費
と
寄
付
金
の
み
で
賄
わ
れ

て
い
ま
す
Ố　　

    
同
窓
会
ゴ
ル
フ
同
好
会
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　

小
林
貴
幸　

記

　
　
　
　
ớ
高　

回
Ờ

ûû

ま
で
行
け
そ
う
だ
と
い
う
こ
と

に
な
り
ỏ
出
発
で
す
Ố

　

こ
の
旅
の
一
番
の
失
敗
が
草

鞋
で
し
た
Ố
蕨
市
か
ら
大
宮
へ

行
き
ỏ
２
日
目
の
大
宮
を
出
て

か
ら
ス
グ
に
鼻
緒
ズ
レ
で
足
の

裏
に
豆
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し

た
Ố
そ
れ
で
も
泊
ま
る
所
を
お

願
い
し
て
あ
る
の
で
ỏ
頑
張
ら

な
く
て
は
と
思
い
ỏ
万
が
一
を

考
え
て
用
意
し
て
持
ỳ
て
き
た

運
動
靴
に
履
き
替
え
て
歩
き
続

け
ま
し
た
Ố
最
後
の
泊
ま
り
の

軽
井
沢
の
ユ
ồ
ス
ホ
ス
テ
ル
を

出
た
日
は
雪
降
り
で
道
は
カ
チ

カ
チ
氷
ỏ
足
の
裏
は
全
部
マ
メ
ỏ

も
う
少
し
だ
と
自
分
を
励
ま
し
ỏ

や
ỳ
と
こ
サ
！
家
に
帰
り
着
き

ま
し
た
Ố
そ
の
後
数
日
間
ỏ
歩

く
に
歩
け
ず
え
ら
い
目
を
見
ま

し
た
Ố

　

今
ỏ
公
職
は
み
ん
な
退
い
て

い
ま
す
が
ỏ
地
元
佐
久
薬
剤
師

会
長
ỏ
県
の
薬
剤
師
会
理
事
を

　

年
程
し
ま
し
た
Ố
一
番
地
元

ø÷の
稲
荷
町
商
店
会
の
会
長
ỏ
岩

村
田
商
店
会
の
副
会
長
を
十
数

年
さ
せ
て
い
た
だ
き
ỏ
私
共
で

住
ん
で
い
た
中
佐
都
の
大
塚
団

地
を
大
塚
区
に
し
て
５
Ỗ
６
年

間
区
長
を
し
ま
し
た
Ố
今
の
薬

局
と
は
遠
い
所
に
も
多
く
の
友

人
ỏ
知
人
が
出
来
て
今
で
も
お

付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
Ố

用
は
い
け
な
い
事
な
ん
だ
よ
鎧
と

い
う
話
を
し
て
き
ま
し
た
Ố
他
に

保
護
司
と
し
て
不
正
薬
物
使
用
犯

の
更
正
の
相
談
を
数
多
く
受
け

持
ỳ
た
功
績
と
を
合
わ
せ
て
令
和

３
年　

月
に
厚
生
労
働
大
臣
よ
り

ø÷

感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
Ố

　

現
在
は
薬
局
で
一
緒
に
働
い
て

い
る
娘
が
岩
高
の
学
校
薬
剤
師
を

し
て
い
ま
す
Ố

　

私
は
岩
高
時
代
ỏ
吹
奏
楽
部
に

入
ỳ
て
お
り
ỏ
休
日
毎
に
野
球
の

応
援
に
出
掛
け
て
い
ま
し
た
Ố
今

で
も
そ
の
頃
の
仲
間
と
は
親
し
く

お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ỏ
皆
気
心
の
知
れ
た
い
い

仲
間
で
す
Ố

　

私
事
で
す
が
ỏ
大
学
が
終
わ
る

３
月
に
東
京
か
ら
佐
久
の
家
ま
で

歩
い
て
帰
る
事
を
思
い
立
ち
ま
し

た
Ố
昔
の
人
は
ど
ん
な
も
の
だ
ỳ

た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
て
Ố

　

歩
い
て
帰
る
に
は
草
鞋
と
三
度

笠
だ
と
思
い
ỏ
早
い
う
ち
に
用
意

を
し
て
お
き
ỏ
小
遣
い
が
有
り

余
ỳ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
ỏ

ま
ず
泊
ま
る
所
の
手
配
で
す
Ố
道

ぞ
い
に
あ
る
親
戚
や
知
人
宅
を
探

し
ỏ
丁
度
歩
い
て
良
さ
そ
う
な
所

へ
連
絡
ỏ
こ
れ
で
ど
う
に
か
佐
久

　

現
同
窓
会
長
佐
々
木
正
行
君

と
は
岩
高
の
時
ỏ
私
が
C
組
ỏ

佐
々
木
君
が
B
組
と
同
学
年
ỏ

隣
の
組
で
よ
く
知
ỳ
て
い
ま
し

た
Ố

　

私
の
親
族
は
お
嫁
に
来
た
者

を
除
く
と
ỏ
父
ỏ
母
ỏ
妹
２
人
ỏ

娘
２
人
ỏ
父
の
弟
ỏ
妹
と
皆
岩

高
卒
で
す
Ố

　

私
は
岩
高
か
ら
薬
科
大
学
へ

行
き
ỏ
無
事
に
薬
剤
師
に
な
れ
ỏ

東
京
で
チ
ἀ
ỽ
ト
の
間
薬
局
に

勤
め
て
か
ら
岩
村
田
で
薬
剤
師

が
欲
し
い
と
い
う
所
が
あ
り

帰
ỳ
て
来
て
ỏ
病
院
ỏ
薬
局
へ

勤
務
し
て
い
ま
し
た
Ố

　

幼
稚
園
か
ら
小
・
中
・
高
と

文
部
省
管
轄
の
学
校
に
は
必
ず

学
校
薬
剤
師
が
居
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
決
ま
ỳ
て
い
る
の
で
ỏ

岩
高
他
ỏ
小
・
中
学
校
等
に
学

校
薬
剤
師
と
し
て
勤
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
Ố

　

そ
こ
で
毎
年
ỏ
学
生
ỏ
生
徒
ỏ

教
職
員
ỏ
父
母
等
に
薬
物
の
乱

　

卒
業
生
シ
リ
ồ
ズ
欝

 
学
校
薬
剤
師
に
な
ỳ
て　

市
川　

真
人
ớ
高　

回
Ờ 
øþ

第３回  ゴルフコンペについて
●新型コロナウイルス感染症の影響により、現段階において開
催は未定です。

●開催が決まりましたら、ゴルフ同好会の皆様には案内通知を
送らせていただきます。

●岩高の同窓生でしたら、どなたでもゴルフ同好会のコンペに
ご参加いただけます。

  
● 
同
窓
会
ゴ
ル
フ
同
好
会

　
　
　
　
　
　
　
　
経
過
報
告
と
現
況
に
つ
い
て

第５２回 同窓生作品展出品要項
　⚖月ùû日（金）までに岩村田高校同窓会事務局へ
FAXでお送りください。（FAX番号：÷ùýþ-þÿ-úþĀÿ）

第üù回同窓生作品展記載事項
　１、氏名・卒業年と卒業回
　　　（例）岩高　太郎（昭和ûÿ年卒、高ùü回）
　２、住所・電話番号
　３、作品種類（絵画・書道・写真・工芸・彫刻他）
　４、作品名
　５、サイズ　縦　　㎝、横　　㎝

◎額装には必ず吊り用金具と紐を付けてください。
◎裏面に題名・卒業年・住所・氏名を記入した用紙
を貼付してください。

〈今後の日程〉
１、作品搬入日時と場所：⚗月⚑日 （金）
　　午前１２時～　岩村田高校本館２階
２、作品搬出・片付け：⚗月⚓日（日）午後⚔時より
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岩村田高等学校同窓会報 第üú号（４）令和⚔年⚖月⚑日

  
小
泉
日
菜
さ
ん
ớ
高　

回
Ờ

þû

  
青
野
瑞
穂
さ
ん
ớ
高　

回
Ờ

þû

　
　

両
名
は
共
に
吹
奏
楽
班
に
所

属
し
ỏ
3
年
間
懸
命
に
そ
の
活
動

に
励
ん
で
き
た
Ố
3
年
次
に
は
東

海
大
会
へ
出
場
す
る
な
ど
目
覚
ま

し
い
成
果
を
挙
げ
た
Ố　　
　

　

ま
た
学
業
に
お
い
て
も
成
績
優

秀
で
あ
り
ỏ
日
ご
ろ
の
生
活
態
度

も
他
の
見
本
と

な
る
よ
う
な
生

徒
た
ち
で
あ
る
Ố

こ
の
両
名
は
甲

乙
つ
け
が
た
く
ỏ

2
名
に
佐
藤
寅

太
郎
賞
が
授
与

さ
れ
た
Ố

　

生
徒
会
長
の
長
谷
川
千
洸
で
す
Ố

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
ỏ
行
動

が
制
限
さ
れ
る
な
か
で
す
が
ỏ
こ

ん
な
状
況
で
も
で
き
る
こ
と
や
今

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
考
え
ỏ

生
徒
だ
け
で
な
く
地
域
の
方
に
も

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
努
力

し
ま
す
Ố

す
Ố
コ
ロ
ナ
禍
で
は
じ
ま
ỳ
た
高

校
生
活
も
残
り
１
年
と
な
り
ま
し

た
Ố
待
ỳ
て
い
て
も
時
間
だ
け
が

過
ぎ
て
な
に
も
変
わ
り
ま
せ
ん
Ố

一
日
一
日
を
後
悔
し
な
い
よ
う
な

生
徒
会
に
し
て
い
き
た
い
で
す
Ố

岩高祭実行委員長

伊藤　愛莉

 
第　

回
岩
高
祭

üĀ⚗
月
⚒
日
㈯
・
⚓
日 
㈰  

 　
 
※
一
般
公
開
は
検
討
中

生徒会副会長

高野　凜音

生　

徒　

会

生徒会副会長

宇羽野　和

生徒会長

長谷川千洸
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第　

回  
佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐
藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤
寅寅寅寅寅寅寅寅寅寅寅寅寅寅寅寅寅寅寅寅寅
太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太
郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名
ににににににににににににににににににににに
授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授

佐
藤
寅
太
郎
賞 
２
名
に
授
与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与

øøøøøøøøøøøøøøøøøøøøøúúúúúúúúúúúúúúúúúúúúúøú
同
窓
会
会
則
４
条　

ủ
文
武
両
道
を
実
践
し
ỏ
模
範
と
な
ỳ
た
生
徒
に
対
し
て
卒
業
時

16

に
初
代
校
長
を
記
念
し
ỏ
佐
藤
寅
太
郎
賞
を
授
与
す
る
Ố
Ứ

　

生
徒
会
副
会
長
の
高
野
凜
音
で

　

生
徒
会
副
会
長
の
宇
羽
野
和
で

す
Ố
コ
ロ
ナ
に
よ
ỳ
て
ỏ
様
々
な

も
の
が
例
年
通
り
に
い
か
な
い
こ

と
が
多
く
戸
惑
う
人
が
い
る
中
で
ỏ

生
徒
会
と
し
て
臨
機
応
変
に
対
応

し
ỏ
生
徒
が
安
心
で
き
る
よ
う
な

岩
村
田
高
校
に
し
て
い
き
た
い
で

す
Ố

　

コ
ロ
ナ
禍
の
文
化
祭
し
か
知
ら

な
い
私
た
ち
が
取
り
仕
切
る
こ
と

に
少
々
の
不
安
は
あ
り
ま
す
が
ỏ

こ
の
状
況
だ
か
ら
こ
そ
委
員
や
全

校
生
徒
と
協
力
し
ỏ
多
く
の
生
徒

が
充
実
し
た
時
間
を
共
有
で
き
る

よ
う
な
ỏ
か
つ
て
な
い
文
化
祭
を

作
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
Ố

球
班
に
入
り
ま
し
た
Ố
顧
問
は
鋤

柄
先
生
で
し
た
が
ỏ
毎
日
の
練
習

は
先
輩
た
ち
が
指
揮
を
と
ỳ
て
く

れ
て
い
ま
し
た
Ố

　

毎
日
ỏ
稲
荷
神
社
ま
で
ラ
ン
ニ

ン
グ
ỏ
そ
の
境
内
の
階
段
で
う
さ

ぎ
跳
び
と
柔
軟
体
操
を
こ
な
し
ỏ

ま
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
学
校
に
戻
り

卓
球
台
の
横
で
素
振
り
１
０
０
回
Ố

そ
れ
か
ら
よ
う
や
く
ラ
リ
ồ
に
な

り
ま
し
た
Ố
楽
と
は
言
い
難
い
毎

日
で
し
た
が
そ
れ
を
続
け
て
行
く

と
日
毎
に
テ
ン
シ
ἀ
ン
が
上
が
ỳ

て
き
て
班
活
が
楽
し
く
な
ỳ
て
い

き
ま
し
た
Ố
そ
の
頃
の
卓
球
班
は

強
か
ỳ
た
と
思
い
ま
す
Ố
今
は
ど

ん
な
練
習
を
し
て
い
る
で
し
Ỷ
う

か
Ố

　

先
輩
の
鷹
野
さ
ん
が
全
国
大
会

に
出
場
に
な
り
ỏ
新
潟
ま
で
付
い

て
い
き
ま
し
た
Ố
そ
こ
で
関
西
勢

の
圧
倒
的
な
強
さ
に
舌
を
巻
い
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
Ố

　

今
は
ラ
ケ
ỽ
ト
を
握
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
ỏ
昨
今
の
卓
球
熱

は
う
れ
し
く
ỏ
ス
マ
ホ
で
試
合
観

戦
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
Ố
写
真
は

県
大
会
の
時
の
も
の
で
す
Ố

　

そ
の
年
の
秋
ỏ
第
１
回
の
男
女

別
校
内
競
歩
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
Ố
女
子
は
校
庭
か
ら
望
月
小

学
校
ま
で
の
往
復　
　

㎞
で
し
た
Ố

ùü
.⚖

　

一
昨
年
ỏ
私
が
古
希
ỏ
夫
が

喜
寿
を
迎
え
さ
ら
に
金
婚
式
と

お
祝
い
ご
と
が
重
な
り
ỏ
コ
ロ

ナ
が
一
服
し
た
秋
ỏ
子
供
た
ち

が
勧
め
て
く
れ
た
北
陸
に
出
か

け
て
行
き
ま
し
た
Ố

　

こ
の
旅
先
で
強
く
印
象
に

残
ỳ
た
の
は
ỏ
一
泊
し
た
黒
部

宇
奈
月
温
泉
か
ら
富
山
市
内
に

向
か
う
列
車
の
窓
越
し
に
見
え

る
高
校
生
と
思
し
き
若
者
が
走

ỳ
て
い
る
姿
で
し
た
Ố
苦
し
そ

う
に
も
懸
命
に
走
ỳ
て
い
る
様

子
は
ỏ
前
日
の
息
せ
き
切
ỳ
て

走
る
よ
う
な
黒
部
峡
谷
を
昇
る

ト
ロ
ỽ
コ
列
車
に
も
重
な
り
ỏ半

世
紀
以
上
の
前
の
自
分
の
走
る

姿
が
思
い
出
さ
れ
た
の
で
し
た
Ố

　

高
度
成
長
期
に
突
入
し
た
昭

和　

年
の
入
学
Ố
A
組
は
総
勢

ûù

　

名
の
内
女
子
は
９
名
で
し
た
Ố

üù１
年
の
班
活
動
は
生
物
と
書
道

で
し
た
が
ỏ
２
年
生
に
な
ỳ
て

身
体
を
動
か
し
た
い
と
い
う
衝

動
に
か
ら
れ
ỏ
級
友
の
掛
川

ớ
岡
村
Ờつ
ね
子
さ
ん
と
共
に
卓

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

　

卒
業
生
シ
リ
ồ
ズ
蔚

 
卓
球
と
第
１
回
校
内
競
歩
大
会

萩
原　

す
み
子
ớ
高　

回
Ờ 
ùø

卓
球
班
の
猛
練
習
が
功
を
奏
し

た
の
で
し
Ỷ
う
か
優
勝
で
き
ま

し
た
Ố
道
中
一
度
も
歩
く
こ
と

な
く
走
り
抜
け
ỏ
ゴ
ồ
ル
し
て

か
ら
も
ま
だ
ま
だ
走
り
続
け
ら

れ
る
余
裕
が
あ
り
ま
し
た
Ố

　

こ
れ
こ
そ
毎
日
の
練
習
の
賜

物
で
し
た
Ố
努
力
は
必
ず
自
分

に
返
ỳ
て
く
る
と
思
え
た
の
で

す
Ố
そ
の
後
の
人
生
に
お
い
て
ỏ

あ
の
厳
し
い
練
習
に
耐
え
ら
れ

た
の
だ
か
ら
と
ỏ
ど
ん
な
試
練

も
乗
り
越
え
ら
れ
る
自
信
に
な

り
ま
し
た
Ố
３
年
次
は
班
活
も

卒
業
で
練
習
も
し
な
か
ỳ
た
の

で
ỏ
前
年
程
の
記
録
は
残
せ
ま

せ
ん
で
し
た
が
ỏ
私
に
と
ỳ
て

第
１
回
競
歩
大
会
は
懐
か
し
く

も
輝
か
し
い
高
校
生
活
の
１
コ

マ
で
す
Ố

　

古
希
を
迎
え
て
思
い
ま
す
Ố

元
気
な
う
ち
に
リ
ỿ
ỽ
ク
を
背

負
い
ỏ
ゆ
ỳ
く
り
と
中
山
道
の

宿
場
や
あ
の
競
歩
大
会
の
道
筋

を
歩
い
て
み
た
い
も
の
だ
と
Ố
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中
学
2
年
生
の
時
に
ỏ
佐
久
穂

町
で
市
川
さ
ん
と
い
う
方
の
水
晶

展
が
開
か
れ
て
い
て
親
に
頼
ん
で

連
れ
て
行
ỳ
て
も
ら
い
ま
し
た
Ố

そ
の
と
き
ỏ
自
宅
の
近
く
に
こ
ん

な
に
き
れ
い
な
水
晶
の
山
が
あ
る

と
知
ỳ
て
ỏ
わ
く
わ
く
し
た
の
を

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
Ố
そ
れ
か
ら

毎
週
の
よ
う
に
自
転
車
で
山
へ
通

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
Ố

　

天
気
が
い
い
と
山
へ
行
き
た
く

な
り
ま
す
Ố
地
図
上
の
等
高
線
の

ゆ
が
み
は
鉱
山
跡
の
可
能
性
が
あ

り
ỏ
地
図
を
頼
り
に
山
を
散
策
す

る
の
は
宝
物
探
し
の
よ
う
で
と
て

も
興
味
深
い
で

す
Ố

　

市
川
さ
ん
は

山
歩
き
の
達
人

で
ỏ
今
ま
で
あ

ち
こ
ち
の
山
へ

連
れ
て
行
ỳ
て

も
ら
ỳ
て
い
ま
す
Ốủ
知
り
合
い

か
ら
情
報
を
与
え
て
い
た
だ
い
た

り
し
て
ỏ
め
ず
ら
し
い
石
を
交
換

し
て
い
た
ら
コ
レ
ク
シ
ἀ
ン
が
増

え
て
い
ỳ
た
Ố
鉱
物
採
集
は
人
と

の
つ
な
が
り
が
大
事
Ứ
と
市
川
さ

ん
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
Ố

　

ま
た
ỏ
佐
久
穂
町
が
所
蔵
す
る

文
化
財
の
一
般
公
開
に
出
か
け
た

と
き
ỏ
近
所
で
歯
科
医
を
し
て
い

る
先
生
と
出
会
い
ま
し
た
Ố
そ
の

先
生
は
水
晶
以
外
の
い
ろ
い
ろ
な

鉱
物
に
も
詳
し
く
ỏ
そ
れ
以
来
貴

重
な
文
献
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た

り
し
て
い
ま
す
Ố
そ
し
て
先
生
に

は
ỏ
昨
夏
に
普
段
は
立
ち
入
る
こ

と
が
で
き
な
い
採
石
場
で
の
採
集

会
に
連
れ
て
行
ỳ
て
も
ら
い
ま
し

た
Ố
今
ま
で
に
見
た
こ
と
も
な
い

ほ
ど
大
き
な
水
晶
が
ざ
く
ざ
く
採

れ
た
の
で
ỏ
そ
の
一
部
を
佐
久
市

子
ど
も
未
来
館
ớ
サ
ク
モ
Ờ
に
設

置
し
て
あ
る
ủ
田
代
コ
レ
ク
シ
ἀ

ン
Ứ
の
コ
ồ
ナ
ồ
に
加
え
ま
し
た
Ố

　

サ
ク
モ
の
館
長
で
あ
る
ỏủ
な

お
や
マ
ン
Ứ
さ
ん
と
展
示
の
打
ち

合
わ
せ
を
し
た
と
き
に
ủ
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
山

へ
行
け
た
ら
面
白

い
ん
じ
Ỵ
な
い
か

な
Ứ
と
お
話
し
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し

た
Ố
そ
の
後
ỏ
昨

秋
に
鉱
物
採
集
バ

ス
ツ
ア
ồ
の
企
画
が
立
ち
上
が
り
ỏ

そ
の
企
画
に
石
好
き
な
小
中
学
生

約　

人
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
Ố

ù÷
子
ど
も
た
ち
が
熱
心
に
観
察
す
る

姿
や
ỏ
質
問
攻
め
に
あ
ỳ
た
こ
と

が
と
て
も
印
象
に
残
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　

鉱
物
採
集
を
通
し
て
ỏ
先
輩
方

に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
わ
ỳ
て

き
た
の
で
私
も
こ
れ
か
ら
子
ど
も

た
ち
に
石
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
Ố

　

吹
奏
楽
班
は
例
年
ỏ
定
期
演
奏

会
や
岩
高
祭
で
の
演
奏
ỏ
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
く
の
場
で
演
奏

を
し
て
い
ま
す
Ố
し
か
し
ỏ
昨
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ỹ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
ỏ
岩
高
祭
は
規

模
縮
小
ỏ
定
期
演
奏
会
を
は
じ
め

て
き
ま
し
た
が
ỏ
私
は
正
直
ỏ
大

会
が
中
止
に
な
ỳ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
し
た
Ố
こ
の
よ
う
な
状
況

下
だ
か
ら
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
と

諦
め
そ
う
な
時
も
あ
ỳ
た
か
と
思

い
ま
す
Ố
は
じ
め
は
ỏ
あ
れ
も
こ

れ
も
で
き
な
い
ỏ
そ
う
考
え
て
い

ま
し
た
が
ỏ
私
た
ち
は
今
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
こ
と
は
何
か
ỏ
と
考

え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
Ố

そ
し
て
結
論
と
し
て
ỏ

最
後
に
楽
し
ん
で
皆
が

納
得
し
て
終
わ
れ
る
よ

う
な
演
奏
を
目
指
し
て

練
習
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
Ố
毎
日
ỏ
手
探
り

の
状
態
で
は
あ
り
ま
し

た
が
ỏ
一
人
ひ
と
り
が

で
き
る
こ
と
を
考
え
て

練
習
に
励
み
ま
し
た
Ố

　

そ
し
て
迎
え
た
県
大

会
Ố
例
年
と
は
異
な
り
ỏ

無
観
客
で
の
開
催
で
は

あ
り
ま
し
た
が
ỏ
無
事

に
全
員
で
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き

て
本
当
に
良
か
ỳ
た
で
す
Ố
大
会

の
結
果
は
ỏ
帰
り
の
バ
ス
の
中
で

知
ら
さ
れ
ま
し
た
Ố
私
た
ち
の
演

奏
は
ỏ
審
査
員
の
方
に
評
価
さ
れ
ỏ

県
大
会
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
Ố

そ
し
て
ỏ
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ

と
に
長
野
県
代
表
と
し
て
上
位
大

会
に
推
薦
さ
れ
ỏủ
東
海
大
会
出

場
Ứ
と
い
う
貴
重
な
機
会
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
Ố
岩
村

田
高
校
吹
奏
楽
班
と
し
て
ỏ
東
海

大
会
出
場
は　

年
ぶ
り
の
快
挙
で

øþ

し
た
Ố
そ
の
後
の
感
染
拡
大
も
あ

り
ỏ
東
海
大
会
は
残
念
な
が
ら
録

画
審
査
に
な
ỳ
て
し
ま
い
ま
し
た
Ố

悔
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
ỏ
そ
れ

で
も
ỏ
皆
で
楽
し
く
演
奏
す
る
こ

と
が
で
き
て
本
当
に
よ
か
ỳ
た
で

す
Ố
私
た
ち
の
一
生
の
宝
物
に
な

り
ま
し
た
Ố

　

こ
の
夏
の
大
会
を
終
え
て
ỏ
改

め
て
ỏ
私
た
ち
が
練
習
や
演
奏
を

す
る
こ
と
は
決
し
て
当
た
り
前
で

は
な
い
と
実
感
し
ỏ
感
謝
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
Ố

そ
れ
を
私
た
ち
の
活
動
を
通
し
て

伝
え
て
い
け
る
よ
う
に
ỏ
こ
れ
か

ら
も
頑
張
ỳ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
Ố

 
鉱
物
採
集
で

　
 
つ
な
が
る

　
　
　

人
の
輪

⚓
年　

田
代　
　

新 

大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会をををををををををを通通通通通通通通通通ししししししししししてててててててててて得得得得得得得得得得たたたたたたたたたたもももももももももも大会を通して得たもののののののののののの
と
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

に
な
り
ỏ
私
た
ち
の
演
奏
す
る
機

会
は
少
な
く
な
ỳ
て
し
ま
い
ま
し

た
Ố

　

そ
の
よ
う
な
中
で
行
わ
れ
た
夏

の
大
会
Ố
私
た
ち
は
ứ
交
響
詩
曲

ủ
西
遊
記
ỨỪ
を
演
奏
し
ま
し
た
Ố

２
月
に
楽
譜
が
配
ら
れ
て
か
ら
約

５
ἃ
月
間
ỏ
た
く
さ
ん
練
習
を
し

 
吹
奏
楽
班

　

⚓
年　

櫻
井
佐
知
子　



岩村田高等学校同窓会報 第üú号（６）令和⚔年⚖月⚑日

 令和⚓年度岩村田高等学校同窓会一般会計決算書 
収入総額　4,979,707円　　支出総額　4,217,083円　　差引残額　762,624円＊100周年準備のため繰り越しを多くしてあります

自  令和３年４月１日～至  令和４年３月３１日　　　岩村田高等学校同窓会長　佐々木　正行
【収入】

摘　　　　　　　要増　　　減決 算 額予 算 額項　　目

10,000 円×197名分
4,000円×194名分
  439名の会員より1,177,757円 （前年度より52名減）、同窓会館女子トイレ洋式化
  工事費に880,550円使用したため、定期預金への預入は無し

普通預金利息
3学年返金余剰金・名簿販売

0
△ 10,000
△ 12,000
△ 53,418

82,475
14

4,605

1,000,031
1,970,000
776,000
1,146,582

82,475
14

4,605

1,000,031
1,980,000
788,000
1,200,000

0
0

前 年 度 繰 越
令和2年度生入会金
平成30年度生卒業時納入金
同窓会活動協力金

高31回還暦記念事業
預 金 利 息
雑 収 入

11,6764,979,7074,968,031計
【支出】

摘　　　　　　　要増　　　減決 算 額予 算 額項　　目
内訳：卒業生用証書ホルダー149,920円、佐藤寅太郎賞 （副賞代） 20,000円、進路室コ
ピー機リース代161,040円、同窓会館女子トイレ洋式化工事費880,550円他
同窓会報印刷代、405,130円、サラト名簿管理、 発送代1,975,207円
総会中止
役員会等補助
東都岩高会へ
東都岩高会等　中止
諸通知葉書代、封筒代、オクレンジャーID

毛利様葬儀生花代
職員歓・送別会は無し、東都岩高会参加費無し、先生方11人餞別
同窓会館女子トイレ洋式化工事に使用したため積立金は無し
クラブ活動後援会へ（振込手数料）
教育研修参加無し

払戻金・内堀先生立替分

△ 978,626 

△ 80,337 
175,000 
169,210 
99,120 
60,000 
4,380 
10,000 
33,500 
61,000 
400,000 

△ 330 
80,000 
200,000 

△ 15,000 
533,031 

1,478,626

2,380,337
0

5,790
100,880

0
65,620

0
16,500
49,000

0
100,330

0
0

20,000
0

500,000

2,300,000
175,000
175,000
200,000
60,000
70,000
10,000
50,000
110,000
400,000
100,000
80,000
200,000
5,000

533,031

事 業 費

広 報 費
総 会 費
役 員 会 費
支 部 補 助 費
旅　　　　　　費
通 信 費
事 務 費
慶 弔 費
渉 外 費
積 立 金
ク ラ ブ 振 興 費
教 育 研 修 費
短期海外交流支援費
雑　　　　　　費
予 備 費

750,948 4,217,0834,968,031計

 令和⚔年度岩村田高等学校同窓会一般会計予算書（案） 
収入総額　4,750,624円　　支出総額　4,750,624円　　差引残額　　　0 円
自  令和４年４月１日～至  令和５年３月３１日　　　岩村田高等学校同窓会長　佐々木　正行

【収入】
摘　　　　　　　要増　　　減前年度予算額予 算 額項　　目

100周年事務局整備費として使用し、R３年より減額
 10,000 円×200名分 （卒業時に、残金4,000円を集金予定）
4,000円×197名分 （現3年生に、残金を集金）
同窓会員より協力金 （予想）
普通預金利息
名簿売上他

△ 237,407
20,000

0
0
0
0

1,000,031
1,980,000
788,000
1,200,000

0

762,624
2,000,000
788,000
1,200,000

前 年 度 繰 越
Ｒ４年度生入会金
R2年度入学生卒業時納入金
同窓会活動協力金
預 金 利 息
雑 収 入

△ 217,4074,968,0314,750,624計
【支出】

摘　　　　　　　要増　　　減前年度予算額予 算 額項　　目
第51回同窓生作品展 （R2、R3年度開催できず）、コピー機リース代、クラブ奨励金、卒業証書ホルダー、徳育会他
第53号同窓会報印刷代、発送代他
講師謝礼他
役員会補助
東都岩高会他　補助（100周年に向けて支部の活動費）
支部へ出張等　会長・校長・事務局等の3人分
諸通知葉書代、電報、切手代、オクレンジャー使用代
事務用品購入代
香典、弔電、生花、祝儀他
歓送迎会寸志、餞別、支部会への役員参加費他
積立会計へ
クラブ活動後援会へ
教育研修補助金

事務手数料
100周年事業事務局開設費、岩高会館維持費等

0
100,000

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

186,399

500,000
2,300,000
175,000
175,000
200,000
60,000
70,000
10,000
50,000
110,000
400,000
100,000
80,000
100,000
5,000

129,225

500,000
2,400,000
175,000
175,000
200,000
60,000
70,000
10,000
50,000
110,000
400,000
100,000
80,000
100,000
5,000

315,624

事 業 費
広 報 費
総 会 費
役 員 会 費
支 部 補 助 費
旅　　　　　　費
通 信 費
事 務 費
慶 弔 費
渉 外 費
積 立 金
ク ラ ブ 振 興 費
教 育 研 修 費
短期海外交流支援費
雑　　　　　　費
予 備 費

286,3994,464,2254,750,624計
※尚、予算に過不足が生じた場合、正副会長相談の上、一任させていただきます。

監査報告　2022年⚔月⚑日、会計監査を実施した結果、証拠書類、預金通帳等、的確に処理されていることを確認いたしました。
　木下　幸江　㊞　

兼
牽
験



岩村田高等学校同窓会報（７）第üú号 令和⚔年⚖月⚑日

令和３年度岩村田高校班（クラブ）活動結果『運動部』
新人体育大会（県以上）新人体育大会 （東信）高校総体予選等（県以上）高校総体予選等（東信）種　　　目

１回戦県大会７位１回戦男子
バスケット

ベスト８県大会準優勝北信越出場県大会２位優勝女子
県大会３位県大会５位男子

バ レ ー
ベスト１６県大会準優勝ベスト１６県大会優勝女子
１回戦県大会団体１回戦団体１回戦県大会団体５位団体

男子
剣　　　　道

なし県大会個人１回戦個人ベスト１６県大会個人甘利和大５位個人
１回戦県大会団体３位団体ベスト１６県大会団体５位団体

女子
なし県大会個人１回戦個人なし県大会個人１回戦個人
予選県大会団体６位団体予選県大会団体３位団体

男子
弓　　　　道

予選県大会個人４位個人予選県大会個人優勝個人
予選県大会団体２位・８位団体ベスト１６県大会団体２位団体

女子
ベスト１６県大会個人６位・７位個人なし県大会個人出場個人

なし団体１回戦団体１回戦県大会団体７位団体
男子

ソフトテニス
２回戦県大会個人ベスト８個人２回戦県大会個人ベスト１６個人
ベスト8 （連合）県大会団体優勝 （連合）団体１回戦県大会団体３位団体

女子
ベスト１６県大会個人３位個人

ベスト１６県大会
個人ベスト８

ベスト１６個人
２回戦北信越

５位団体
団体１回戦団体

男子

硬式テニス

シングルス３回戦シングルス
ダブルス１回戦ダブルス

６位団体
団体不参加団体

女子 シングルス１回戦シングルス
ダブルス１回戦ダブルス

なし団体ベスト８団体なし団体１回戦団体
男子

バドミントン

なしシングルス２回戦シングルスなしシングルス３回戦シングルス
１回戦県大会ダブルス４位ダブルスなしダブルス３回戦ダブルス
なし団体ベスト８団体なし団体１回戦団体

女子 なしシングルス３回戦シングルスなしシングルス２回戦シングルス
なしダブルス２回戦ダブルスなしダブルス３回戦ダブルス
１回戦県大会団体８位団体２回戦県大会団体優勝団体

男子

卓　　　　球

なしシングルス３回戦シングルス
６位県大会

シングルス優勝シングルス
２回戦北信越

なしダブルス３回戦ダブルス３回戦県大会ダブルス４位ダブルス
２回戦県大会団体３位団体２回戦県大会団体３位団体

女子 ２回戦県大会シングルス３位・５位シングルス２回戦県大会シングルス優勝シングルス
なしダブルス４位・７位ダブルス３回戦県大会ダブルス２位・３位ダブルス

110ｍH２位
三段跳１位
円盤投１位
８種競技２位
その他10種目出場
総合７位

県大会

 14種目入賞
総合３位

400ｍ８位
110ｍH７位
5000ｍW１位
4×100ｍR７位
三段跳３位・４位
やり投げ５位
８種競技５位
その他５種目出場

県大会

 13種目入賞
　総合２位男子

陸　　　　上 三段跳２位
円盤投１位
８種競技４位

北信越

三段跳６位
5000ｍW５位
その他２種目出場

北信越

三段跳出場全国

６種目出場県大会６種目入賞
　総合７位

5000ｍW４位
円盤投３位県大会10種目入賞

　総合７位女子 5000ｍW出場
円盤投出場北信越

 50ｍ・100ｍ
自由形出場県大会なし

50ｍ・100ｍ自由形出場
100ｍ平泳ぎ出場
100ｍ・200ｍ背泳ぎ出場

県大会なし男子

水　　　　泳
 100ｍ平泳ぎ出場県大会なし

 100ｍ平泳ぎ２位
 50ｍ自由形８位県大会

なし女子 100ｍ平泳ぎ決勝進出
 50ｍ自由形出場北信越

１回戦県大会ベスト８１回戦県大会ベスト８サ ッ カ ー
県ベスト８第103回全国高等学校野球選手権長野大会　３回戦野　　　　球



岩村田高等学校同窓会報 第üú号（８）令和⚔年⚖月⚑日
蛎

各

劃

廓

鈎鈎鈎

鈎鈎鈎

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

   
今
ỏ
で
き
る
こ
と
を

文
化
部
長　

坂
口
あ
か
り　

 
令
和
3
年
度
卒
業
生
進
路
結
果
に
つ
い
て

進
路
指
導
主
事　

飯
島　

栄
一　

　

８
月
上
旬
ỏ
吹
奏
楽
班
は

県
大
会
で
の
演
奏
が
評
価
さ

れ
ỏ
東
海
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ồ

ル
出
場
の
切
符
を
手
に
し
ま

し
た
Ố
夢
に
ま
で
見
た
東
海

大
会
で
し
た
が
ỏ
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
ỏ
舞

台
で
の
演
奏
は
叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
Ốớ
映
像
審
査
で
銀

賞
受
賞
Ờ
昨
年
に
引
き
続
き
ỏ

活
発
な
音
楽
活
動
が
で
き
な

い
状
況
の
中
で
も
希
望
を
見

失
わ
ず
ỏ
演
奏
す
る
こ
と
へ

の
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
全
員

で
練
習
に
励
み
ま
し
た
Ố
そ

れ
に
よ
ỳ
て
ỏ
個
人
・
バ
ン

ド
全
体
が
大
き
く
成
長
し
た

よ
う
に
思
い
ま
す
Ố
顧
問
と

し
て
生
徒
た
ち
か
ら
多
く
の

こ
と
を
教
え
て
も
ら
ỳ
た
ỏ

そ
ん
な
夏
で
し
た
Ố

　

現
在
は
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
の
適
用
に
よ
り
ỏ
班

活
は
停
止
Ố
生
徒
に
と
ỳ
て
辛
い

期
間
で
す
Ố
校
内
に
は
鬱
々
と
し

た
空
気
が
漂
ỳ
て
い
る
よ
う
に
も

感
じ
ら
れ
ま
す
が
ỏ
こ
の
期
間
に

様
々
な
活
動
に
取
り
組
み
ỏ
高
校

生
活
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
Ố
今
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
実
行
す
る
こ
と
は
Ố
未
来
の
自

分
を
形
成
す
る
こ
と
に
繋
が
る
の

で
は
な
い
で
し
Ỷ
う
か
Ố
ộ
と
は

言
え
ỏ
こ
の
新
聞
が
発
行
さ
れ
る

頃
に
は
思
い
切
り
班
活
に
打
ち
込

め
る
よ
う
に
な
ỳ
て
い
て
ほ
し
い

と
願
う
ば
か
り
で
す
Ố
校
内
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
ỏ
活
気
が
戻
ỳ
て

く
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
Ố

　

コ
ロ
ナ
終
息
の
日
が
い
つ
来
る

の
か
ỏ
見
通
し
の
全
く
見
え
な
い

中
ỏ
岩
高
生
に
と
ỳ
て
も
苦
し
い

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
Ố
令
和
3

年
度
卒
業
生
に
し
て
も
ỏ
2
年
次
ỏ

3
年
次
と
ỏ
大
会
の
中
止
ỏ
修
学

旅
行
の
中
止
と
2
年
間
に
わ
た
り

変
則
続
き
の
高
校
生
活
を
送
り
ỏ

そ
れ
で
も
ỏ
小
さ
な
日
常
の
中
に

喜
び
を
見
出
そ
う
と
い
う
日
々
の

努
力
を
重
ね
て
卒
業
の
日
を
迎
え

て
い
ま
し
た
Ố

　

入
試
関
係
で
は
大
学
入
試
改
革

の
一
環
で
実
施
さ
れ
始
め
た
ủ
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
Ứ
が
2
年
目

を
迎
え
ま
し
た
Ố
初
年
度
の
ỏ
ど

ん
な
問
題
が
出
る
か
わ
か
ら
な
い

と
い
う
不
安
は
だ
い
ぶ
薄
れ
ỏ
各

教
科
と
も
ỏ
前
年
度
の
問
題
を

ベ
ồ
ス
に
し
た
傾
向
と
対
策
的
な

問
題
集
も
出
揃
い
ỏ
授
業
中
ỏ
放

課
後
補
習
ỏ
直
前
の
特
編
授
業
に

お
い
て
ỏ
学
校
と
し
て
で
き
る
試

験
対
策
は
取
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
Ố
本
校
か
ら
は
全
体
の

　

％
の
生
徒
が
共
通
テ
ス
ト
に
出

ÿÿ願
し
ま
し
た
Ố
数
学
の
全
国
平
均

点
の
大
幅
な
低
下ớ
問
題
の
難
化
Ờ

が
あ
り
ỏ
翻
弄
さ
れ
た
受
験
生
も

多
か
ỳ
た
か
と
思
い
ま
す
が
ỏ
岩

高
生
た
ち
は
動
揺
す
る
こ
と
な
く
ỏ

そ
の
後
の
2
次
試
験
ỏ
私
大
入
試

へ
と
向
か
ỳ
て
い
き
ま
し
た
Ố

　

最
終
的
な
進
路
状
況
で
す
が
ỏ

卒
業
生
1
9
4
名
中
ỏ
四
年
制
大

学
進
学
者
1
4
6
名
ớ　

%
Ờỏ
短

þü

期
大
学
進
学
者
8
名
ớ
４
％
Ờỏ
専

門
学
校
進
学
者　

名
ớ　

%
Ờ
就

ù÷

ø÷

職
者
が
2
名
ớ
1
%
Ờỏ
な
ど
と

な
ỳ
て
い
ま
す
Ố
四
年
制
大
学
進

学
率
は
こ
こ
何
年
か
で
最
も
高
く
ỏ

四
年
制
国
公
立
大
学
の
合
格
者
数

　

名
ớ
進
学
者　

名
Ờ
も
こ
こ
何

ûù

úÿ

年
か
で
最
多
と
な
ỳ
て
い
ま
す
Ố

国
公
立
大
学
の
中
で
は
岩
高
の
進

路
指
導
上
の
大
き
な
タ
ồ
ゲ
ỽ
ト

で
あ
る
信
州
大
学
に
5
名
合
格
し

て
お
り
ỏ
よ
く
健
闘
し
た
と
言
え

る
と
思
い
ま
す
Ố
ま
た
公
立
大
学

に
お
い
て
は
長
野
県
立
大
学
に
6

名
ỏ
長
野
大
学
に
7
名
ỏ
公
立
諏

訪
東
京
理
科
大
学
に
6
名
ỏ
と
多

く
の
県
内
大
学
合
格
者
を
出
し
ま

し
た
Ố
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ỏ
家
庭

の
経
済
状
況
も
あ
ỳ
て
ỏ
で
き
れ

ば
自
宅
か
ら
通
学
で
き
る
大
学
へ
ỏ

と
い
う
よ
う
な
生
徒
ỏ
保
護
者
の

意
向
も
働
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
Ố
ま
た
ỏ
模
試
の
合
否
判
定
や
ỏ

ủ
共
通
テ
ス
ト
Ứの
自
己
採
点
結
果

か
ら
出
る
合
否
判
定
が
芳
し
く
な

く
て
も
ỏ
何
人
か
の
生
徒
た
ち
は

E
判
定ớ
合
格
可
能
性　

%
以
下
Ờ

ù÷

が
出
て
い
て
も
初
志
貫
徹
を
貫
い

て
受
験
し
て
い
き
ỏ
結
果
ỏ
大
逆

転
で
合
格
を
勝
ち
取
り
ỏ
我
々
に

嬉
し
い
驚
き
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
Ố
私
立
大
学
に
目
を
向
け
る
と
ỏ

こ
こ
数
年
の
私
立
大
学
の
ủ
入
学

定
員
厳
格
化
Ứ
の
影
響
で
難
化
が

続
い
て
お
り
ま
し
た
が
ỏ
法
政
大

学
ỏ
学
習
院
大
学
ỏ
津
田
塾
大
学
ỏ

同
志
社
大
学
な
ど
に
一
般
入
試
で

合
格
を
勝
ち
取
ỳ
て
お
り
ỏ
底
力

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
Ố
ま
た
全

般
に
医
療
系
の
学
部
学
科
へ
の
進

学
希
望
は
高
く
ỏ
や
は
り
経
済
的

に
不
安
定
な
時
代
に
は
資
格
取
得
ỏ

手
に
職
ỏ
と
い
ỳ
た
傾
向
が
顕
著

に
出
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
Ố

　

卒
業
学
年
は
入
学
時
に

入
学
定
員
2
0
0
名
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
ず
に
ス

タ
ồ
ト
し
た
学
年
で
あ
り
ỏ

学
力
的
に
は
不
安
視
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
ỏ
3
年
間

の
地
道
な
積
み
重
ね
と
ỏ

粘
り
強
い
努
力
ỏ
あ
き
ら

め
な
い
気
持
ち
ỏ
そ
し
て

入
試
制
度
が
変
化
す
る
中
ỏ

様
々
な
推
薦
入
試
制
度

ớ
学
校
推
薦
型
選
抜
ỏ
総

合
型
選
抜
Ờ
も
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
な
ど
で
こ

の
よ
う
な
進
路
希
望
実
現

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
Ố

　

現
3
年
生
は
入
学
し
て
す
ぐ
に

コ
ロ
ナ
に
よ
る
2
か
月
に
及
ぶ
休

校
か
ら
高
校
生
活
が
ス
タ
ồ
ト
し
ỏ

そ
れ
以
降
ず
ỳ
と
マ
ス
ク
を
着
け

る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
過
ご
し
て

い
る
学
年
で
す
Ố
そ
ん
な
尋
常
で

な
い
高
校
生
活
を
強
い
ら
れ
な
が

ら
も
前
向
き
に
進
路
希
望
実
現
に

向
け
て
日
々
努
力
を
重
ね
て
い
ま

す
Ố
我
々
教
職
員
も
彼
ら
の
後
押

し
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
ỏ
同
窓

会
の
皆
様
方
に
も
ま
た
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
の
ご
支
援
を
お
願
い
す

る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
Ố

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
Ố

演劇県大会

進路講進路講話話



令和⚔年⚖月⚑日岩村田高等学校同窓会報（９）第üú号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入試年度別合格状況　　　　　　　　　　　　　　令和⚔年⚓月úø日現在
2020年2021年2022年入　試　年

既卒現既卒現既卒現
621737142国公立大学
152222828220301私立大学

122国公立短大
17388私立短大

713所管外大学校
322324専門学校・各種学校

国公立大学

私立大学

2020年2021年2022年入　試　年
既卒現既卒現既卒現

12室蘭工業大
1宮城教育大

1秋田大
11山形大

1福島大
111茨城大

1埼玉大
111群馬大

1千葉大
1東京海洋大

1電気通信大
1315信州大

1新潟大
11上越教育大

11富山大
1愛知教育大

1琉球大
1札幌市立大
1釧路公立大
1秋田県立大

1群馬県立女子大
21前橋工科大

11東京都立大
2埼玉県立大

1431高崎経済大
2福井県立大

11長岡造形大
111新潟県立大

1新潟県立看護大
11都留文化大

1136長野県立大
747長野大学

1長野県看護大
236公立諏訪東京理科大

2富山県立大
12山梨県立大

2福知山公立大
1公立鳥取環境大

2020年2021年2022年入　試　年
既卒現既卒現既卒現

752国際医療福祉大
4188高崎健康福祉大

33群馬医療福祉大
81113群馬パース大

2020年2021年2022年入　試　年
既卒現既卒現既卒現

112大月短期大
1三重短期大

国公立短大

2020年2021年2022年入　試　年
既卒現既卒現既卒現

1東京経営短期大
2鎌倉女子短期大

1日本大学短期大
1鶴見短期大

1国際学院栃木短期大
11長野女子短期大

12上田女子短期大
135清泉女学院短期大
21飯田女子短期大
1育英短期大

私立短大

2020年2021年2022年入　試　年
既卒現既卒現既卒現

52長野県工科短期大学校
1長野県林業大学校

所管外大学校

2020年2021年2022年入　試　年
既卒現既卒現既卒現

2日本外国語専門
1太田医療技術専門
1国際メディカル専門
1横浜医療センター付属看護

1日本工学院八王子専門
12上田情報ビジネス専門

1長野医療衛生専門
285厚生連佐久総合病院看護専門
1信州医療センター附属看護専門

2小諸看護専門
231414その他

専門学校・各種学校

2020年2021年2022年入　試　年
既卒現既卒現既卒現
11防衛大学校

所管外大学校

2020年2021年2022年入　試　年
既卒現既卒現既卒現

311埼玉医科大
116埼玉工業大

131獨協大学
28211文教大
21文京学院大
11神田外語大
21国際武道大
21城西国際大
81千葉工業大

1青山学院大
1亜細亜大

722桜美林大
111学習院大
42北里大

542杏林大
21國學院大
613国士舘大
111駒澤大
112駒沢女子大

21順天堂大
2産業能率大

3芝浦工業大
1昭和女子大
11成蹊大

13133専修大
1創価大

536312大東文化大
145拓殖大

1玉川大
1中央大

11津田塾大
18111帝京大

3926東海大
12東京家政大
216東京工科大
15東京工芸大
1東京造形大

1224東京経済大
1東京女子体育大
11東京都市大

231東京電機大
2東京農業大

11東京理科大
111東邦大

26611東洋大
254714日本大

21日本体育大
151524法政大

522武蔵野大
1武蔵野美術大
11明治大
413明治学院大
12616明星大
11立教大

1麻布大
3114神奈川大
155神奈川工科大

1鎌倉女子大
357新潟医療福祉大

2020年2021年2022年入　試　年
既卒現既卒現既卒現

1新潟食糧農業大
179金沢工業大
262長野保健医療大
157清泉女学院大
331818佐久大
5614松本大

11松本看護大
1中京大
1愛知大
17愛知学院大

15名古屋外国語大
1大阪経済大

1京都女子大
2京都産業大
421近畿大
311立命館大

4同志社大
3龍谷大

4甲南女子大
61902100その他
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（高25回）

　

俳　

壇　
　
　

神
津　

武
士
ớ
旧
中　

回
Ờ

øý

国
捕
り
の
火
ぶ
た
切
ら
れ
て
春
寒
し

戦
争
の
無
き
空
う
れ
し
揚
げ
雲
雀

晩
節
の
あ
や
か
り
た
き
は
山
桜

　

俳　

壇　
　
　
　

佐
藤　

勝
子
ớ
高　

回
Ờ

1ü

大
皿
に
春
の
ひ
ろ
が
る
母
の
里

き
ら
め
け
る
水
面
の
日
差
し
蘆
の
角

入
り
日
濃
き
橋
の
欄
干
赤
と
ん
ぼ

　

柳　

壇　
　
　
　

市
村　
　

雅
ớ
高
５
回
Ờ

努
力
す
る
人
に
は
天
が
味
方
す
る

成
行
き
に
任
せ
て
今
日
も
気
が
晴
れ
る

支
え
ら
れ
支
え
て
生
き
る
共
白
髪

　

短　

歌　
　
　
　

星
野　

直
人
ớ
高　

回
Ờ

1ü

定
評
の
ủ
百
万
本
の
バ
ラ
Ứ
の
歌

　
　
　
　

こ
こ
し
ば
ら
く
は
自
粛
を
決
め
る

侵
攻
の
戦
禍
き
び
し
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ

　
　
　
　

沈
む
夕
日
に
平
和
を
託
す

人
も
ま
た
み
ん
な
違
ỳ
て
み
ん
な
い
い

　
　
　
　

林
檎
に
ミ
カ
ン
ぶ
ど
う
に
バ
ナ
ナ

み
す
ゞ
文
芸

個人情報の変更についてのお願い

国　
　

語　

小
山　

明
彦　

上
田
染
谷
丘
高
校

地
歴
公
民　

小
原　

秋
泉　

丸
子
修
学
館
高
校

　
　
　
　
　

早
瀬　

勝
明　

野
沢
南
高
校

数　
　

学　

神
津　

孝
二　

更
級
農
業
高
校

　
　
　
　
　

大
須
賀
千
尋　

塩
田
中
学
校

理　
　

科　

手
塚　

翔
太　

小
諸
高
校

　
　
　
　
　

野
口　
　

愛　

蓼
科
高
校

保　
　

体　

佐
藤　

一
郎　

軽
井
沢
高
校

養　
　

護　

土
屋
い
づ
み　

野
沢
南
高
校

体　
　

育　

塩
川
萌
々
果　

望
月
サ
テ
ラ
イ
ト

英　
　

語　

内
藤　

遼
太　

上
田
染
谷
丘
高
校

事　
　

務　

上
原　
　

泉　

小
諸
養
護
学
校

　
　
　
　
　

髙
見
澤
彩
美　

任
用

 
今
年
着
任
さ
れ
た
先
生
方

 
ご
退
職
・
ご
転
出
の
先
生
方

国　
　

語　

神
津　
　

純　

上
田
高
校

地
歴
公
民　

座
光
寺　

裕　

育
休　

数　
　

学　

門
井　
　

誠　

御
代
田
中
学
校

　
　
　
　
　

木
下　

波
都　

退
職

理　
　

科　

畠
山　
　

泰　

上
田
東
高
校　

　
　
　
　
　

高
栁
亜
佐
美　

蓼
科
高
校　

保　
　

体　

内
堀　

俊
彦　

佐
久
総
合
技
術
高
校
浅
間

　
　
　
　
　

塩
川　

昴
仁　

佐
久
総
合
技
術
高
校
浅
間

養　
　

護　

保
科
亜
里
香　

退
職　

英　
　

語　

滝
澤　

文
浩　

退
職

事　
　

務　

池
田　

省
吾　

木
曽
保
険
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　

古
海　

弘
子　

退
職　
　
　
　
ớ
敬
称
略
Ờ

　

諸
事
情
ớ
改
姓
・
転
居
・
物
故
者
連
絡
な
ど
Ờ
に
よ
る
個
人
情
報
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た

ら
ỏ
正
確
を
期
す
た
め
ỏ
下
記
の
連
絡
内
容
を
ご
記
入
い
た
だ
き
ỏ

①
郵
便　

②
F
A
X　

③
メ
ồ
ル
の
い
ず
れ
か
で
お
願
い
し
ま
す
Ố

ớ
電
話
で
の
連
絡
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
ỐỜ

①
郵
便　

〒
３
８
５－

０
０
２
２

　

長
野
県
佐
久
市
岩
村
田
１
２
４
８－

１　

岩
村
田
高
等
学
校
同
窓
会
事
務
局

②
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
７－

６
６－

１
４
５
０　

岩
村
田
高
等
学
校
同
窓
会
事
務
局
あ
て

③
メ
ồ
ル　

koya@
m
.nagano-c.ed.jp

ợ
連
絡
内
容
Ụ

①
連
絡
者
の
氏
名
・
卒
業
年
ớ
大
正
・
昭
和
・
平
成
Ờỏ
ク
ラ
ス

②
新
姓
・
在
学
時
姓
名
・
郵
便
番
号
・
現
住
所
・
電
話
番
号

ợ
物
故
者
の
連
絡
内
容
Ụ

①
連
絡
者
の
氏
名
ỏ
続
柄
ớ
家
族
・
役
員
・
同
級
生
・
友
人
Ờ

②
連
絡
者
の
郵
便
番
号
ỏ
住
所
ỏ
電
話
番
号

③
物
故
者
の
新
姓
ỏ
在
学
時
の
姓
名
ỏ
物
故
者
の
卒
業
年

　
ớ
不
明
な
場
合
は
住
所
・
生
年
月
日
な
ど
Ờ

④
逝
去
年
月
日

　

※
連
絡
内
容
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
ỏ
生
存
者
の
ま
ま
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
Ố

会報に原稿をお寄せください。（〆切毎年３月末日）　　長野県岩村田高等学校同窓会ホームページをご覧ください。

令
和
⚓
年
⚔
月
⚑
日
か
ら

  
令
和
⚔
年
⚓
月　

日
ま
で
に

úø

４
３
９
人
の
方
に

１
⁌１
７
７
⁌７
５
７
円

　
  
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
Ố

　

一
口
１
ỏ ０
０
０
円
の
皆
様
か

ら
の
浄
財
は
岩
村
田
高
校
約
６
０

０
名
の
在
校
生
の
学
習
活
動
ỏ
班

活
ỏ
校
内
の
施
設
設
備
な
ど
ỏ
県

の
予
算
で
カ
バ
ồ
で
き
な
い
あ
ら

ゆ
る
教
育
活
動
に
た
い
へ
ん
役

立
ỳ
て
い
ま
す
Ốớ
同
窓
会
報
の

会
計
報
告
決
算
を
ご
覧
下
さ
い
Ờ

　

他
校
の
同
窓
会
の
よ
う
に
年
会

費
と
い
う
形
で
は
な
く
毎
年
で
き

る
だ
け
多
く
の
O
B
の
皆
さ
ん
か

ら
の
ủ
母
校
へ
の
応
援
Ứ
と
い
う

　

前
年
の
同
窓
会
報
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
と
お
り
ỏ
高　

回
・

úù

高　

回
卒
業
生
は
合
同
で
還
暦
記

úú
念
事
業
と
し
て
の
記
念
品
寄
贈
を

い
た
し
ま
す
Ố

　

つ
き
ま
し
て
7
月
に
寄
付
ご
協

力
の
お
願
い
ỏ
振
り
込
み
用
紙
等

発
送
す
る
予
定
で
す
Ố

　

同
窓
生
の
皆
様
ỏ
母
校
・
後
輩

の
為
ど
う
ぞ
ご
理
解
ご
協
力
の
程

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
Ố

　

高　

回
úù

　
　

代
表
幹
事　

内
藤　

勝
利

　

高　

回
úú

　
　

代
表
幹
事　

鈴
木　

順
子

 
同
窓
会
活
動
協
力
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

趣
旨
で
任
意
の
協
力
金
と
い
う
体

制
を
と
ỳ
て
い
ま
す
Ố
同
窓
会
報

に
添
付
の
専
用
振
込
用
紙
を
お
使

い
に
な
り
年
間
を
通
し
て
額
の
多

少
に
関
わ
ら
ず
協
力
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
在
校
生
の
励
み
と
力
に
な

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
Ố

　

尚
ỏ
同
窓
会
の
名
を
語
ỳ
て
個

人
情
報
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
り
ỏ

振
り
込
み
を
誘
う
事
件
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
Ố
同
窓
会
で
は
電
話
を

使
ỳ
て
の
こ
の
よ
う
な
お
誘
い
は

一
切
行
ỳ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご

承
知
下
さ
い
Ố
ま
た
不
明
の
場
合

は
岩
村
田
高
校
同
窓
会
事
務
局
に

ご
確
認
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
Ố　
　
　
　

ớ
事
務
局
Ờ

 
高　

回
・　

回

úù

úú

 
同
窓
生
還
暦
事
業

 
に
つ
い
て



　

創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業
会
計
委
員

長
の
土
屋
充
俊
ớ
高　

回
Ờ
で
す
Ố

úû

　

委
員
会
の
主
な
活
動
内
容
は
事
業
費
予

算
案
の
作
成
並
び
に
決
算
書
作
成
な
ど
事

業
費
の
会
計
全
般
に
関
す
る
こ
と
で
す
Ố

　

記
念
事
業
が
成
功
裡
に
終
わ
る
よ
う
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
Ố
皆

様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
Ố

委
員
長　

高
見
澤
正
彦

　

記
念
式
典
・
祝
賀
会
委
員
会
で
は
ỏ

前
年
度
を
含
め
た
２
回
の
講
演
会
も
担

当
し
ま
す
Ố

　

創
立
１
０
０
年
と
い
う
大
き
な
節
目

に
立
ち
ỏ
現
役
生
を
始
め
関
係
す
る
皆

さ
ん
の
心
に
残
る
式
典
の
企
画
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
Ố

　

１
０
０
周
年
に
相
応
し
い
式
典
・
講

演
会
・
祝
賀
会
に
つ
い
て
ỏủ
こ
ん
な
形

の
式
典
は
ど
う
だ
ろ
う
Ứ
と
か
ỏủ
次
代
を
背
負
う
高
校
生
に
こ
の
人
の

講
話
は
い
か
が
Ứ
等
々
ỏ
皆
さ
ん
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
・
叡
智
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
Ố
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
Ố

委
員
長　

鈴
木　

順
子　

　

記
念
事
業
と
し
て
ỏ
令
和
５
年
に
コ
ン
サ
ồ
ト
ỏ
令
和
６
年
に
コ
ン

サ
ồ
ト
・
総
合
美
術
展
を
企
画
し
て
い
ま
す
Ố
こ
の
記
念
す
べ
き
節
目

に
在
籍
し
て
い
る
在
校
生
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
考
え
ỏ
共
に
創
り
上
げ
ỏ

会
場
に
い
る
皆
さ
ん
の
心
に
残
る
企
画
を
と
心
が
け
て
お
り
ま
す
Ố

　

企
画
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
・
会
場
・
演
奏
者
な
ど
詳
細
は
ỏ
多
く
の
方
々

の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
只
今
検
討
中
で
す
Ố
ご
期
待
く
だ
さ
い
！
Ố

岩高創立ø÷÷周年記念事業実行委員会通信 令和⚔年⚖月⚑日（１）第⚑号

●テーマ「歴史をつなぐ」未来に活躍する人材育成の一助に！
　

令
和
3
年　

月　

日
に
創
立
1
0
0
周

øø

ùø

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
設
立
総
会
が
佐

久
創
造
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
Ố

ủ
歴
史
を
つ
な
ぐ
Ứ
を
テ
ồ
マ
に
ỏ
過
去
・

現
在
・
未
来
の
岩
高
生
及
び
岩
高
関
係
者

全
員
に
向
け
た
ủ
夢
の
種
ま
き
Ứ
と
し
て

記
念
式
典
・
祝
賀
会
ỏ
教
育
環
境
整
備
ỏ

す
Ố
記
念
式
典
・
祝
賀
会
担

当
部
会
で
は
記
念
品
選
定
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
Ố
記
録

・
通
信
・
パ
ン
フ
レ
ỽ
ト
部

会
で
は
実
行
委
員
会
通
信
第

1
号
の
発
行
ớ
同
窓
会
報
と

一
体
化
し
て
発
行
Ờỏ
写
真
・

映
像
の
撮
影
ỏ
創
立
1
0
0

周
年
記
念
事
業
ホ
ồ
ム
ペ
ồ

ジ
開
設
ỏ
パ
ン
フ
レ
ỽ
ト
作

成
等
を
進
め
て
い
ま
す
Ố
今

後
も
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
Ố

 
●
総
務
委
員
会

 
夢
の
種
ま
き

委
員
長　

池
田　

義
則　

募
金
ỏ
コ
ン
サ
ồ
ト
・
総
合
美
術
展
等
諸
事
業
に
つ
き
ま
し
て
ご
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
き
ỏ
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
Ố
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
制
約
に
も
か
か
わ
ら
ず
ỏ
実
行
委
員
1
0
8
名
の
皆
様
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
Ố

　

さ
て
ỏ
総
務
委
員
会
で
は
内
部
組
織
を
庶
務
部
会
ỏ
記
念
式
典
・
祝

賀
会
担
当
部
会
ỏ
記
録
・
通
信
・
パ
ン
フ
レ
ỽ
ト
部
会
の
三
部
会
編
成

と
し
ỏ
池
田
委
員
長
ỏ
原
桂
一
副
委
員
長
ỏ
中
沢
朝
幸
副
委
員
長
を
各

部
会
長
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
Ố
こ
れ
ま
で
2
回
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
Ố
庶
務
部
会
で
は
実
行
委
員
会
全
体
に
係
る
諸
会
議
運
営
ỏ
生

徒
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ồ
シ
ἀ
ン
企
画
ỏ
記
念
酒
販
売
企
画
を
進
め
て
い
ま

委
員
長　

土
屋　

充
俊　

 
●
記
念
式
典
・
祝
賀
会
委
員
会

 
●
コ
ン
サ
ồ
ト
・
総
合
美
術
展
委
員
会

 
●
会
計
委
員
会
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第⚑号（２）令和⚔年⚖月⚑日
　

本
委
員
会
で
は
ỏ
２
０
２
５
年
春
の

ứ
岩
村
田
高
校
百
周
年
記
念
誌
Ừ発
刊
を
目

指
し
ỏ
昨
年　

月
ご
ろ
か
ら
活
動
を
始
め

ø÷

ま
し
た
Ố

　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
ỏ
編
纂
室
の

設
置
で
す
Ố
掃
除
ỏ
模
様
替
え
か
ら
始
ま

り
ỏ
資
料
整
理
ỏ
資
料
探
し
を
行
い
ỏ
編

纂
室
の
雰
囲
気
が
で
き
ま
し
た
Ố
並
行
し

て
進
め
た
の
は
ỏ
委
員
探
し
で
し
た
Ố
当

初
ỏ
８
名
ほ
ど
の
名
簿
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
が
ỏ
各
委
員
の
ご
縁
を
た
ど
り
現
在
は
委
員　

名
程
ỏ
編
集
協
力
者

ù÷

６
名
の
ス
タ
ỽ
フ
と
な
り
ま
し
た
Ố
現
在
は
ỏ
月
水
金
の
午
前
中
１
Ỗ

２
日
ỏ
岩
高
同
窓
会
館
に
て
執
務
に
当
た
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　

通
史
編
部
会
ỏ
回
想
編
部
会
ỏ
資
料
編
部
会
が
作
業
を
始
め
ỏ
同
窓

会
編
部
会
も
動
き
つ
つ
あ
り
ま
す
Ố
P
T
A
編
は
ỏ
担
当
者
が
不
在
の

た
め
ỏ
作
業
は
ま
だ
始
ま
ỳ
て
い
ま
せ
ん
Ố

　

通
史
編
は
ỏủứ
八
十
年
誌
Ừ
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
の
で
ỏ
こ
の　

年
ù÷

分
の
記
録
で
良
い
の
で
は
な
い
か
Ứ
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
が
ỏ
百

年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
勘
案
し
ỏ
通
史
で
の
編
纂
を
目
指
し
て
い
ま

す
Ố
年
月
が
経
過
し
ỏ
新
た
な
取
材
が
困
難
な　

年
以
前
に
つ
い
て
は
ỏ

û÷

ứ
六
十
年
誌
Ừ
の
叙
述
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
Ố
た
だ
し
ỏ
序
章
と
し

て
ỏ
県
内
で
唯
一
の
町
立
中
学
ỏ
女
学
校
を
設
立
し
た
岩
村
田
の
教
育

的
風
土
等
を
新
た
に
書
き
加
え
ま
す
Ố
現
在
は
ỏứ
六
十
年
誌
Ừ
の
Ｐ
Ｄ

Ｆ
フ
Ỹ
イ
ル
を
テ
キ
ス
ト
フ
Ỹ
イ
ル
に
変

換
し
ỏ
執
筆
協
力
者
に
編
集
を
依
頼
す
る

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
Ố
こ
の　

年
間
の

û÷

記
録
に
つ
い
て
は
ỏ
次
の
３
項
目
を
新
た

に
書
き
下
ろ
し
ま
す
Ố

　
ủ
昭
和
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
平
成

時
代
の
岩
村
田
高
校
Ứủ
工
業
科
閉
科
と
佐

久
平
総
合
技
術
高
校
へ
の
再
編
Ứủ
令
和
時

代
の
岩
村
田
高
校
Ứ

　

回
想
編
部
会
で
は
ỏ
同
窓
会
員
の
記
念
誌
参
画
を
意
図
し
ỏủ
百
年
の

百
人
Ứ
を
目
指
し
ỏ
広
く
執
筆
を
探
し
て
い
る
段
階
で
す
Ố

ừ
本
委
員
会
か
ら
の
お
願
い
Ử

①
ứ
岩
高
六
十
年
誌
Ừ
を
お
持
ち
で
ỏ
お
貸
し
い
た
だ
け
る
場
合
に
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
Ố

②
高
校
時
代
の
エ
ピ
ソ
ồ
ド
を
中
心
に
ỏ
１
１
５
０
字
程
度
ớ
画
像
・

イ
ラ
ス
ト
別
Ờ
で
書
い
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
Ố
特
に
ỏ

現
役
世
代
ỏ
若
い
方
ỏ
女
性
の
方
の
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
Ố

③
資
料
の
提
供　

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
学
校
生
活
が
伺
え
る
ス
ナ
ỽ
プ

写
真
や
文
化
祭
ち
ら
し
ỏ
学
校
か
ら
の
お
便
り
ỏ
同
窓
会
展
出
品
リ

ス
ト
ỏ
昔
の
同
窓
会
報
ỏ
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
ỏ
岩
高
新
聞
ỏ
帽
章
ỏ
襟
章

等
④
工
業
科
閉
科
の
頃
に
在
籍
し
た
学
校
職
員
・
生
徒
の
方
で
ỏ
取
材
を

受
け
て
い
た
だ
け
る
方

⑤
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
経
験
者
で
ỏ
取
材
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
方
ỏ
編
集
作

業
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方

　
ợ
連
絡
先
・
応
募
先
Ụ

　

同
窓
会
事
務
局
に
メ
ồ
ル
ỏ
郵
便
ỏ
電
話
等
で
お
知
ら
せ
い
た
だ
け

れ
ば
ỏ
委
員
会
よ
り
連
絡
し
ま
す
Ố

　

１
０
０
周
年
事
業
に
向
け
募
金
委
員
会

で
は
ỏ
事
業
の
原
資
と
な
る
資
金
に
つ
い

て
募
金
方
法
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
Ố
支
部
長
を
中
心
と
し
た
組
織
体
制

が
確
立
し
ỏ
募
金
方
法
も
指
定
寄
附
金
と

一
般
寄
附
金
の
ハ
イ
ブ
リ
ỽ
ト
方
式
の
今

ま
で
に
な
い
募
金
方
法
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
Ố
指
定
寄
附
金
は
企
業
が
経
費
扱
い
で

き
る
よ
う
最
大
限
の
メ
リ
ỽ
ト
を
活
か
す
方
法
が
取
ら
れ
ỏ
多
く
の
募

金
が
期
待
さ
れ
ま
す
Ố
来
年
に
は
募
金
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
同

窓
会
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
Ố

　

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
予
算
案
ỏ
募

金
の
方
法
・
目
標
額
等
が
固
ま
ỳ
て
ま
い
り

ま
し
た
の
で
ỏ
学
校
ỏ
Ｐ
Ｔ
Ａ
ỏ
同
窓
会
を

対
象
と
し
て
記
念
事
業
に
お
け
る
購
入
品
ỏ

施
設
整
備
希
望
調
査
を
6
月
に
実
施
い
た
し

ま
す
Ố
調
査
結
果
を
集
約
し
ỏ
来
年
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
募
金
状
況
に

応
じ
て
順
次
発
注
で
き
ま
す
よ
う
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
Ố

　

同
窓
会
名
簿
発
行
に
つ
き
ま
し
て
は
令
和
２
年
１
月
の
同
窓
会
役
員

会
に
お
き
ま
し
て
名
簿
発
行
が
決
定
さ
れ
ỏ
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
設
立
に
先
駆
け
ỏ
令
和
３
年
６
月　

日
付
け
で
発
行
さ

ø÷

れ
ま
し
た
Ố

　

名
簿
作
成
に
つ
き
ま
し
て
は
ủ
個
人
情
報
保
護
法
Ứớ
個
人
の
権
利
・

利
益
の
保
護
と
個
人
情
報
の
有
用
性
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
た
め
の
法

律
Ờ
に
則
り
ỏ
会
員
各
位
の
ご
意
思
を
反
映
し
ỏ
永
年
名
簿
管
理
や
同

窓
会
報
発
送
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
㈱
サ
ラ
ト
に
編
集
・
発
行
を
依

頼
し
ま
し
た
Ố　　
　

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
令
和
２
年
6
月
発
行
の
同
窓
会
報
に
お
き
ま
し

て
個
人
情
報
の
変
更
ỏ
同
封
の
ủ
同
窓
会
活
動
協
力
金
Ứ
振
込
ご
協
力

の
お
願
い
状
の
下
部
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
現
住
所
不
明
者
の
調
査
ご
協

力
に
て
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
Ố

　

又
ỏ
多
く
の
方
々
に
賛
助
広
告
・
賛
助
金
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
て
発

行
出
来
ま
し
た
事
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
Ố

　

お
陰
様
で
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
為
に

も
今
回
の
同
窓
生
名
簿
改
訂
版
発
行
は
ỏ
記
念
事
業
を
成
功
に
導
く
為

の
第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
Ố
名
簿
販
売
に
つ
い
て
は
下
記
を
ご
覧
く
だ

さ
い
Ố

岩高創立ø÷÷周年記念事業実行委員会通信

委
員
長　

上
原　

美
次　

 
●
記
念
誌
刊
行
委
員
会

 
購
入
品
ỏ
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整
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希
望
調
査
が
始
ま
り
ま
す

委
員
長　

田
中　

省
三　

委
員
長　

中
沢　

朝
幸　
　

 
●
同
窓
会
名
簿
編
集
委
員
会

委
員
長　

井
上　
　

隆　

 
●
募
金
委
員
会

 
●
施
設
委
員
会
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